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手術室での気管挿管実習の様子手術室での気管挿管実習の様子
※写真掲載について、当該患者さんに承諾を得ております｡※写真掲載について、当該患者さんに承諾を得ております｡

▍▍1P1P･ ････ ････救急救命士の実習を受け入れています･救急救命士の実習を受け入れています

▍▍2P2P･ ････ ････病院機能評価受審のお知らせ･病院機能評価受審のお知らせ

･ ･各科紹介･～小児科～･ ･各科紹介･～小児科～

▍▍3P3P･ ････ ････外来日程表・医師の人事異動･外来日程表・医師の人事異動

▍▍4P4P･ ････ ････新型コロナウイルス感染症との闘い･新型コロナウイルス感染症との闘い

･ ･エントランスホール天井改修工事のお知らせ･ ･エントランスホール天井改修工事のお知らせ

▍▍5P5P･ ････ ････中央病院で働きませんか?･看護師募集!･中央病院で働きませんか?･看護師募集!
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◦富士市消防本部　警防課

　救急管理室長　南條 淳士
◦気管挿管実習　担当医師

　麻酔科部長　井上 恒佳

　様々な課題のある救急搬送ですが、患者さんの救命率・社会復帰率を高める一つの要素として、救

急救命士が行う応急処治の質を高めることが挙げられます。そのためには、当院での救急救命士の実

習が欠かせないことをご理解いただき、ご協力いただきますようお願いいたします。

　今後も、当院と富士市消防本部は救急救命士の実習受け入れをはじめ様々な形で連携を深め、救急

医療体制を強化してまいります。

　患者さんが病院に搬送されるまでの間、救急

救命処置を行う救急救命士。症状の悪化を防

ぎ、生命の危険を避けるために必要な初期対応

を行います。かつては救急搬送する際に医療行

為を行うことが法律で禁じられていましたが、

患者さんの救命率・社会復帰率を高めるため、

1991年4月に救急救命士法が成立し、医師から

の具体的な指示を受け、また家族への説明を行

って同意を得たうえであれば、決められた医療

行為（特定医療行為といいます。）を行うこと

ができるようになりました。以後、法改正を重

ね、救急救命士が行うことができる処置は5項

目となりました。

件数／年度 令和元 令和2 令和3

救急搬送 10,265 9,293 9,482 

特定行為 553 562 615

　当院と富士市消防本部は、救急救命士の知識

技術の習得に努め、救急搬送時に適切な処置を

遅滞なく行えるよう協力しています。当院で

は、救急救命士の「就業前教育実習｣・｢就業

後の再教育｣・｢気管挿管実習」を受け入れてお

り、｢就業前教育実習｣・｢就業後の再教育」で

はバイタルサインの観察や静脈路確保等31項目

について指導し、｢気管挿管実習」では患者さ

んの同意を得たうえで手術時に気管内挿管の実

習（30症例）を行っています。現在、これらの

実習を受けた救急救命士48名が富士市で活躍し

ています。

ご理解とご協力を!ご理解とご協力を!

これまでの経緯これまでの経緯 当院と富士市消防本部の協力当院と富士市消防本部の協力

救急救命士が行うことができる特定医療行為

◦医療器具を用いた気道確保

◦心臓機能または呼吸機能停止状態にある患者への 

　輸液

◦心臓機能かつ呼吸機能停止状態にある患者への薬

　剤（エピネフリン）投与

◦低血糖発作患者へのブドウ糖溶液の投与

◦心肺機能停止前の重症患者への静脈路確保と輸液

　中央病院の患者さん

と職員の皆さん、実習

を受け入れてくださり

感謝しております!

　救急搬送を行う消防

機関と受け入れる医療

機関が共通のルールで

連携し、これからも市

民のために頑張ってい

きたいと思います。

　気管挿管は、患者さ

んの生命に直結する重

要な手技です。そのた

め、気管挿管の指導は

慎重に、時に厳しく行

っています。

　救急救命士の方々が

適切な処置を行えるよ

う実習指導に努めてま

いります。

救急救命士救急救命士のの実習実習をを受け入れています受け入れています
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各
科
紹
介

 　当科は基幹病院の小児科として「一般｣、「救

急｣、｢新生児」と幅広い分野への対応を行ってお

ります。専門分野としては小児の消化器内視鏡検

査、食物アレルギーに対しての食物経口負荷試

験、アレルギー性鼻炎に対してのスギ花粉・ダ

ニの舌下免疫療法を行っておりますが、小児を包

括的に診る「子どもの総合診療医」として、数多

くの病気を理解し、最新の知見や根拠に基づいた

適切な医療を迅速に提供することが必要と考えて

おります。小児科内のみで対応が困難な場合は、

病院内の多くの診療科や部門、静岡県立こども病

院、順天堂大学医学部附属静岡病院等と連携し、

日々診療を行っております。

　また、小児科医は子どものアドボカシー（代弁

者）でもあります。病気の診断、治療にあたるだ

けではなく、小児の成長や発達、取り巻く環境に

も気を配ることを常に心がけております。

　｢受診して、良かった」と思っていただけるよ

う、医療の質の向上のため、日々研
け ん

鑽
さ ん

し、お子さ

まとご家族に寄り添った診療を続けてまいります｡

小 児 科
～お子さまとご家族の笑顔とともに～

医療を見つめる第三者の目、それが病院機能評価です

　病院機能について評価を行うのは、公益財団法人日本医療機能評価機構です。評価調査者が、中立・公平な立場

から、所定の評価項目に沿って、病院が組織的に医療を提供するための機能を有し、活動を適切に実施しているか

どうか評価します。

認定病院は、より良い病院づくりを目指して成長し続ける病院です

　審査の結果、一定水準を満たしていると認められた病院が「認定病

院」です。認定病院は、地域に根ざし、安心・安全・信頼と納得の得

られる医療サービスを提供すべく、常日頃努力している病院であると

言えます。

病院機能評価の認定更新に向けて

　当院は病院機能評価機能種別版評価項目3rdG:Ver2.0の認定を受け

ておりますが、現在の認定が令和5年10月18日をもって終了します。

そこで、より良い医療を優しく安全に提供し、医療の向上を推進する

ために、新たに病院機能評価機能種別版評価項目3rdG:Ver3.0の認定

を目指すことといたしました。

　令和5年7月に訪問審査を受ける予定でおりますので、認定更新を目

指し、職員一丸となって改善活動を進めてまいります。

病院機能評価受審のお知らせ

非常勤医師  海野 浩寿　　　　　　　　　　医員  野中 絵美非常勤医師  海野 浩寿　　　　　　　　　　医員  野中 絵美

医員  藤田 哲丸 ・ 臨床研修医  横山 哲郎医員  藤田 哲丸 ・ 臨床研修医  横山 哲郎

医員  渡辺 健太 ・ 医員  本間 大器 ・ 医長  奥井 一成医員  渡辺 健太 ・ 医員  本間 大器 ・ 医長  奥井 一成

非常勤医師  松岡 諒 ・ 部長  秋山 直枝 ・ 医長  村木 國夫非常勤医師  松岡 諒 ・ 部長  秋山 直枝 ・ 医長  村木 國夫
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富士市立中央病院外来日程表
受付時間：午前8時～11時　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　令和4年10月1日現在

診療科 《 部 長 名 》
《 責  任  者 》

月 火 水 木 金 （　備　　考　）

内 科
初診

中西 末廣 山田 小森 長尾

石井 久保 田中 秋山 丹羽 谷口医師は午後、予約のみ

（ 血 液 内 科 ）《 藤 井 常 宏 》 藤井 伊藤 谷口 藤井 《藤井医師の初診は完全紹介予約制》

（糖尿病･内分泌内科）《 廣 津 貴 夫 》 山田／長尾／比企 山崎 廣津 山崎 廣津／山崎 月曜の山田医師は奇数週午前、長尾医師は偶数週午前、比企医師は午後

（呼吸器内科）《 木 村 哲 夫 》 木村 木村 木村 木村 児島・木村・松井 金曜の廣津医師は午前と奇数週午後、山崎医師は偶数週午後

（ 腎 臓 内 科 ）《 高 橋 康 人 》 高橋 康 笠井 戸崎 高橋 康 笠井

（消化器内科）《 金 井 友 哉 》 金井 金井 鳥巣 中野 佐伯

遠藤 土屋 桐生 松本

（ 神 経 内 科 ）《 河 野　 優 》 河野 高津 河野 高橋 麻 河野

高 齢 診 療 科 《 鈴 木 英 訓 》 鈴木 鈴木 《初診は完全紹介予約制》※院内標榜科

精 神 神 経 科 《 外 岡 雄 二 》 外岡 外岡 外岡 野口 《初診は金曜、完全紹介予約制》

循 環 器 科 初診 蒔田 阪本 阪本 富永 河津／前原 金曜の河津医師は奇数週、前原医師は偶数週

（循環器内科）《 阪 本 宏 志 》 富永 佐藤 蒔田 阪本

河津・前原 谷川 前原 月曜の河津医師は午前、前原医師は午後

（心臓血管外科）《 田 口 真 吾 》 田口 成瀬 金曜の成瀬医師は偶数週

小 児 科 《 秋 山 直 枝 》 松岡 村木※ ※午前のみ

渡辺 村木※ 奥井※ 渡辺※ 奥井 月曜の渡辺医師は午前と奇数週午後

村木 秋山※ 海野 秋山※ 秋山

外 科 《 鈴 木 俊 雅 》 初診 交代制 交代制 交代制 交代制 交代制 ※は午前のみ、火曜の鈴木佑医師は午後のみ

福島※ 吉田 梶本 梶本※ 良元

坪井 石﨑※／鈴木佑 武田※ 北村 坪井※ 金曜の柏木医師は第４週のみ

良元※ 鈴木俊※ 芦塚 柏木 木曜の芦塚医師（小児外科）は第1・2・3・4週の午前《初診は完全紹介予約制》

森川 水曜の森川医師は午後《初診は完全紹介予約制》

（ 乳 腺 疾 患 ） 女性専用の外来 梶本 神尾 木曜の神尾医師は第3週の午前

整 形 外 科 《 奥 津 裕 也 》 三槗 奥津 三槗 奥津 《初診は完全紹介状制》

金谷 都筑 交代制 都筑 金谷 水曜は初診のみ

閨谷 笹本 笹本 閨谷 水曜の診察は午前9時半から

脳 神 経 外 科 《 野 田 靖 人 》 小島 橋本 坂本 橋本 水曜の坂本医師は1・3・4・5週の午後

野田 渡邊 野田 野田 渡邊

形 成 外 科 《 坊　 英 明 》 坊 坊 西村 坊 《初診は完全紹介状制》火曜の坊医師は奇数週

糸洲 糸洲 糸洲 糸洲 木曜は予約のみ（手術日）

泌 尿 器 科 《 村 上 雅 哉 》 伊東 村上 近藤 後藤 村上 水曜の吉田医師は奇数週、偶数週は交代制

今井 吉田 吉田／交代制 交代制 今井／伊東 金曜の今井医師は奇数週、伊東医師は偶数週

（ 排 尿 障 害 ） 女性専用の外来 平本 《初診は完全紹介状制》受付は午後1時～2時

産 婦 人 科 《 矢 田 大 輔 》 初診 井上 小田 古川／竹内 矢田 中野 《婦人科初診は完全紹介状制》水曜の古川医師は奇数週、竹内医師は偶数週

矢田 交代制 井上／中野 木曜の井上医師は奇数週、中野医師は偶数週

妊婦健診 田島 廣中（午前） 中野 竹内／古川 井上 木曜の竹内医師は奇数週、古川医師は偶数週

（婦人科疾患） 女性専用の外来 廣中（午後） 鈴木・金山 田島 《再診のみ》水曜の鈴木医師は偶数週、金山医師は不定期月2回

眼 科 《 藤 谷 暢 子 》 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷 藤谷

合田 合田 合田 合田※ 合田 ※木曜の合田医師は第1・3週

渡辺 渡辺 渡辺 渡辺※ 渡辺 ※木曜の渡辺医師は第2・4・5週

耳 鼻 咽 喉 科 《 児 玉 浩 希 》 麻植 交代制 児玉 渡邊 交代制 月曜の麻植医師、水曜の児玉医師、木曜の渡邊医師は初診のみ

児玉 渡邊 麻植

渡邊 麻植 児玉

皮 膚 科 《 津 嶋 友 央 》 津嶋 津嶋 津嶋／田嶋 津嶋 津嶋 水曜の津嶋医師は奇数週、田嶋医師は偶数週

清／田嶋 田嶋 田嶋 田嶋 月曜の清医師は第1・3週、田嶋医師は第2・4・5週

放射線画像診断科 《榎　啓太朗》 榎 榎 榎 榎 榎 《初診は完全紹介予約制》

放射線治療科 《 野 中 穂 高 》 野中 野中 野中 野中 野中 《初診は完全紹介予約制》

歯科口腔外科 《 井 出 正 俊 》 勝山 木曜の勝山歯科医師は不定期月2～3回

井出 井出 井出 井出 井出 水曜の井出歯科医師は初診のみ

吉田 吉田 吉田 吉田 吉田 月曜・木曜の吉田歯科医師は初診のみ

大岩 大岩 大岩 大岩 大岩 火曜・金曜の大岩歯科医師は初診のみ

派遣医師 派遣医師

緩  和  ケ  ア  外  来 梶本 《初診は完全紹介状制》梶本医師は奇数週の午前

       　　  ※都合により、内容が変更になることがあります。
       　　  ※女性専用の外来を担当する女性医師は、赤字で表示しています。
●医師の人事異動について

退任日：令和4年8月31日 退任日：令和4年9月30日　　就任日：令和4年10月1日

診療科 退任医師名 就任医師名 診療科 退任医師名 就任医師名

歯科口腔外科 勝
カ ツ

山
ヤ マ

　直
ナ オ

彦
ヒ コ

－ 小児科 本
ホ ン

間
マ

　大
タ イ

器
キ

松
マ ツ

原
バ ラ

　未
ミ

歩
ホ

診療部 勝
カ ツ

山
ヤ マ

　貴
タ カ

博
ヒ ロ

－ 形成外科 赤
ア カ

石
イ シ

　　渉
ワタル

坊
ボ ウ

　　英
ヒ デ

明
ア キ

泌尿器科 江
エ ネ

井
イ

　裕
ユ ウ

紀
キ

－

眼科 岡
オ カ

部
ベ

　夏
ナ ツ

樹
キ

合
ゴ ウ

田
ダ

　上
カ ズ

政
マ サ
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新型コロナ感染症対策

チーム リーダー 

副院長 野 田 靖 人

新型コロナウイルス感染症との闘い新型コロナウイルス感染症との闘い
　当院はもともと静岡県東部地域に4か所しかない感染症指定病院の一つでした。感染症病棟6床

と結核病棟10床を合わせ16床になります。幸いなことに感染症病棟は、開棟以来、受け入れ準備

をしたことはありましたが、使用実績はありませんでした。

　令和2年2月、首都圏の医療機関で対応しきれなくなったダイヤモンドプリンセス号の乗客を受

け入れることになりました。その時はまだ得体の知れない相手に対して、感染症病棟のスタッフが

ごく当たり前のように対応する姿を見て医療従事者の矜
きょう

持
じ

を感じたものです。　

　その流れで当院は県の重点医療機関に指定されたわけですが、最初から順調に進んだわけではあ

りません。これまで何回かの流行の波に立ち向かってきましたが、令和2年12月には県内最大規模

の院内クラスターを発生させてしまいました。病院の機能がほぼ停止してしまい、市民の皆様だけ

でなく近隣の施設にまでご迷惑をかけてしまいました。しかし、その時の貴重な経験と教訓は今に

活かされています。第7波の大流行で多くの重点医療機関がクラスターに苦しむ中、当院では患者

さんを含むクラスターの発生はなく、むしろ近隣の施設のカバーをしている状況です。当初こそ

様々なご指摘はありましたが、その後は市民の皆様からたくさんの応援やご支援をいただきスタッ

フの使命感はまだまだ衰えていません。

　富士市の2次救急を担う中核病院として、救急は止めないという代々の院長から引き継いだ方針

に変わりはありません。今後ともご理解とご支援をよろしくお願いいたします。

　エントランスホールの天井について、地震等により万が一落下しても重大な

危害を及ぼさないよう軽量天井への改修を行います。工事期間中は、エアコン

の停止や、騒音・振動・粉塵が発生する恐れがあります。大変ご迷惑をおかけ

しますが、ご理解とご協力をお願いいたします。

エントランスホール天井改修工事のお知らせ(予定)

場　所   本館1階エントランスホール天井（吹き抜け部分）全面

期　間   令和4年11月以降から令和5年3月まで（予定）
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身寄りのない高齢者のお困りごとである

葬儀 供養 家財整理 を「らくしご」を通
じて本来家族が行う手配を代わりに行います。

「らくしご」（死後事務委任契約）
生命保険活用プラン・・・あまり貯金が無い方でも生前契約による葬儀供養の手配やお部屋の片づけを

しっかりと行う事ができますので経済的負担が軽く安心です！

18.8万円

契約書作成

保証金

+
約6500～8000円/月
月々の生命保険料

※上記の料金は70代の男性・女性の目安

100万円～

死亡時の払出金

ご逝去後に死後事務費用として
保険から支払われます。

身元保証契約
（入院時および緊急時）

2.2万円

医療介護の

意思表示

3.3万円

事務委任契約

3.3万円
サ高住・賃貸住宅入居時の

連帯保証人の依頼

資料請求またはご相談はこちらまで

追
加
契
約

0120-489-711

受付時間 【平日】9：30～19：00 【土曜】9：30～17：00

富富士士
受付

窓口

一般社団法人

身元保証相談士協会：

身元保証相談士協会

ホームページからのお問い合わせ施設入居時、入院時の身元保証プランもございます。

広告に関する一切の責任は広告主に帰属します。また、富士市が推奨するものではありません。

　詳細は、当院ウェブサイ

トをご確認いただくか病院 

総務課人事担当まで問い合

わせください。

　随時病院見学も受け付け

ております。

中央病院で働きませんか？
看護師募集！

職員区分   正規職員、会計年度任用職員

｢感染予防の徹底で患者と自分を守る医療  患者のために続ける医療｣

富士市立中央病院は、地域の基幹病院として、市民の皆さまにより

良い医療をやさしく安全に提供し、常に医療の向上に努めます。

1 高度・専門医療の提供

2 二次救急医療体制の充実

3 地域医療連携の推進

4 災害医療体制の整備

5 次世代の医療を担う人材育成

 理　　念

 基本方針

 令和4年度病院指針

病院総務課人事担当

富士市立中央病院病院だより第58号 令和4年10月20日発行(年4回発行)
〒417-8567 富士市高島町50番地  TEL.0545-52-1131  FAX.0545-51-7077
E-mail：byoin@div.city.fuji.shizuoka.jp  事務部病院総務課(内線2216)
※環境に配慮したFSC®認証紙を使用しています。

富士市立中央病院ウェブサイト

http：//byoin.city.fuji.shizuoka.jp

各　種　相　談 曜　 日 時　　間 場　　　所 問い合せ

看護・がん・よろず相談
病気や治療、療養生活に関することなど

月～金 8：30～16：00 1階総合相談センター 内線2046

がん患者サロン ～一人で悩まないで～※ 第4水 14：00～16：00 1階第1会議室 内線2916

化学療法の副作用相談会（ケア・爪・脱毛） 第4水 10：00～12：00 2階第3会議室 内線2916

医療福祉相談
医療・保健・介護・福祉サービスに関する生活相談

月～金 8：30～16：00 1階総合相談センター
内線

2916、2917

お薬相談 月～金 8：30～17：00 1階お薬相談室 内線2126

栄養相談 月～金 予約制 2階栄養相談室 内線2146

検査に関する相談・血糖自己測定器説明 月～金 8：30～16：00 2階中央検査相談室（臨床検査科) 内線2267

フットケア相談（糖尿病患者さんの足のケア） 水 9：00～15：00 2階内科外来 内線2288

医療放射線被ばく相談 火・木 予約制 1階中央放射線科 内線2153

医療安全相談 月～金 8：30～16：00 2階医療安全相談室 内線2259

※がん患者サロンは、9月21日現在中止しています。再開は当院ウェブサイトでお知らせします。


